
１　施策の位置付け

２　施策の取組状況

平成３０年度　行政評価　　施策カルテ

施策名 ３　自転車のまち宇都宮の推進 施策主管課 道路建設課 総合計画記載頁 155ページ

政策の柱 Ⅴ　都市のさまざまな活動を支える都市基盤の機能と質を高めるために
政策名

（基本施策名）
２２　円滑で利便性の高い総合的な交通体系を確立する 政策の達成目標

（基本施策目標）

総合的な交通体系の構築により，公共交通や自動車，自転車などのあらゆる交通手段が相互に
連携した，円滑で利便性が高く，安全で，ひとや環境にもやさしい，誰もが利用しやすい交通環境
がつくられています。

施策目標 自転車が安全で快適に，楽しく利用できる環境が整備されています。
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  ③　主要な構成事業の進捗状況
　　（主要な構成事業の個別の進捗状況は，「３　施策を構成する事業の状況｝を参照） Ｂ
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①施策指標
　Ａ ：達成度９０％超
　　　　　　［３３点］

Ｂ ：達成度７０％～９０％
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：達成度７０％未満
　　　　　［１５点］

②市民意識
調査結果
（満足度）

　Ａ ：前年度より向上
　　　　　（＋５ｐｔ超）
　　　　　　［３３点］

・自転車は，日常生活における移動手段だけではなく，レジャー・スポーツや健康増進等のツールとして，幅広い用途に活用されている。
・国において「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」の改定や「道路交通法」の一部が改正されるなど，安全利用に対する意識が高まっていることから，ルール遵守の徹底や安全で快適な走行環境の整備を推進していく必要がある。
・平成２９年５月に施行された「自転車活用推進法」に基づき，国において，平成３０年度夏の完成に向け「自転車活用推進計画」を策定中であり，今後は，国・県・市町村全てにおいて総合的な自転車施策を積極的に推進することが求められる
ため，本市においても，これまで以上により特色ある施策を展開していく必要がある。
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Ｂ ：前年度同水準
　　　（±５ｐｔ以内）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：前年度より低下
　　　（－５ｐｔ超）
　　　　　［１５点］

③主要な構成
事業の

進捗状況

　Ａ ： 計画以上
 　　 （主要な構成事業の
　　　２割超が計画以上）
　　　　　　［３３点］

　Ｂ ： 計画どおり
 　 　（主要な構成事業の
　　　８割以上が計画どおり）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ： 計画より遅れ
 　 （主要な構成事業の
　　２割超が計画より遅れ）
　　　　　［１５点］

　交通管理者との協議調整を踏まえ，道路の幅員や交通量など道路状況に応じて，「自転車専用通行帯の設置」
や「矢羽根型の路面表示」などを組み合わせ，連続性に配慮しながら自転車走行空間を整備するに当たり，国庫
補助金を積極的に活用することとコスト縮減に努めたことにより，整備延長が大幅に伸びた。

市民満足度

　自転車が安全で快適に通行できる自転車走行空間やサイクリングロードの整備を始め，自転車が利用しやすい
環境となる自転車の駅，バス停付近の駐輪場設置，また，交通ルールやマナーの向上を図る交通安全教育など
ハード面とソフト面の各種取組，これらの取組をＰＲしたことにより，市民満足度が上昇したものと考えられる。

概ね順調

総合評価
　順調 ：（Ａ評価が２つ以上
（Ｃ評価がある場合を除く。））
　　　　　［９０点以上］

　概ね順調 ：
　（主にＢ評価が２つ以上）
　　［６５点以上９０点未満］

　やや遅れている ：
　（Ｃ評価が２つ以上）
　　　　［６５点未満］取組内容と成果・成果の要因，進捗の状況

施策を取り
巻く環境等

※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について

★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの） × １００ （％）

★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの） × １００ （％）
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３　施策を構成する事業の状況 ※凡例　○：「総合計画の戦略プロジェクト・主要事業」対象，★：「③ 主要な構成事業の進捗状況」対象（５事業選択）

対象者・物（誰・何に） 取組（何を）

1 自転車道整備事業 ○★ 自転車の利用・活用の促進 自転車利用者 道路整備・路面表示 計画どおり 285,602 H17
トップクラ

ス

 安全で快適な自転車走行環境の確保に向け，国・県などと連携を強化するととも
に，国庫補助金の導入など財源確保に努め，引き続き，連続性を踏まえた自転車
走行空間やサイクリングロードの整備を計画的に推進していく。

2 自転車のまちづくり推進事業 ★ 自転車の利用・活用の促進 自転車利用者
駐輪環境整備・自転車の駅の
設置・自転車マップの作成

計画どおり 4,108 H15 独自性
 自転車の利用環境を向上させるため，自転車利用者のニーズを踏まえた各種施
策・事業を官民一体となって展開し，自転車のまちづくりに取り組んでいく。

3 交通安全教育 ○★
交通ルールの遵守及び交通
マナーの向上

市民
幼児から高齢者までの各年代
に応じた交通安全教室の開催

計画どおり 6,524 S49

　市民の交通ルール遵守，マナー向上を図るため，幼児から高齢者までを対象と
して，心身の発達段階やライフステージに応じた段階的かつ体系的な交通安全教
育を実施していく。特に，入学に伴い不慣れな道路を通行する中学校・高校の新
入生に対し，自転車安全利用チラシを活用した教育を入学時期に合わせて実施し
ていくほか，高齢者を対象として，安全運転サポート車の普及促進に向けた試乗
会を開催していく。

4 サイクルステーションの充実 ○★
自転車の魅力発信
自転車の利活用促進

自転車利用者 宮サイクルステーションの運営 計画どおり 9,456 Ｈ22

　「自転車のまち宇都宮」の更なる推進のため，市民の健康意識の高まりなど多様
化するニーズを捉え，自転車の魅力を発信していくため，施設の指定管理者に対
し，宮サイクルステーションの適切な運営と，自主事業やイベントの充実を図ること
により利用者増につなげていくよう指導していく。

４　今後の施策の取組方針

開始年度
日本一
施策
事業

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針事業名
戦略Ｐ・
主要事業

※
事業の目的

事業内容
№

今後の方向性

〈施策全般〉
◆「自転車のまち推進計画後期計画」に基づき，日常的な移動手段として自転車が利用できるよう，関係機関と連携しながら自転車走行空間の整備や自転車の
走行ルール遵守・マナー向上を図るための交通安全教育を実施する。さらに，レジャーなど余暇活動としても幅広く自転車を利用できるようサイクリングロードの
整備や宮サイクルステーションの運営など様々な事業に取り組み，誰もが安全で快適に楽しく自転車を利用できる「自転車のまち宇都宮」を推進する。

〈主要事業〉
◆自転車道整備事業
 安全で快適な自転車走行空間の確保のため，国・県との連携強化を図り，連続的な自転車走行空間の整備を行うとともに，レジャー・健康増進などにもつながる
サイクリングロードの整備に取り組んでいく。
◆交通安全教育
 自転車の安全利用を推進するため，中学校・高校の新入生に対し，自転車安全利用チラシを活用した教育を，入学時期に合わせて実施していく。また，自転車ヘ
ルメットの着用や自転車保険の加入の促進に向け，自転車販売店と連携しながら自転車利用者への働きかけを強化していく。
◆サイクルステーションの充実
 利用者の増加を図るため，指定管理者による自主事業やイベントの開催などを充実させるよう指導していくとともに，市内外へのＰＲに努めていく。

〈その他個別事業〉

◆自転車走行空間については，交通事故減少への効果が期待できることから，引き続き，連続性に配慮しながら整備を推進し
ていく必要がある。

◆自転車の利用拡大を図るため，バス停など交通結節点や中心市街地において駐輪環境を充実させる必要がある。

◆「自転車のまち宇都宮」のブランド力を更に高め，市内外への認知度を高めるため，各種取組を活用しながら周知・ＰＲを行
う必要がある。

◆人口当たりの自転車事故当事者数を学年別に見ると，高校１年生・中学１年生が多いことから，通学範囲が拡大して不慣れ
な道路を通行する新入生への対策が必要である。また，自転車の安全利用を推進するため，自転車利用者に，自転車ヘル
メットの着用や自転車損害賠償責任保険の加入の重要性について認識してもらう必要がある。

◆宮サイクルステーションについては，自転車のまちのシンボルとして，利用者ニーズを踏まえたサービスの充実や新規利用
者の拡大に向けたＰＲの強化が必要である。

課題 方向性

事業の
進捗状況

H29
事業費

（千円）


